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ベルクソン
は11的論、
槻厭贔を類型化して批判して
いるのであるが、
ベルクソンの
批判はブラトンに鋭く閃わっている。
もちろん、
プラトンとベルクソンて旦、
闊間の怠抹が異な
るが、
ペルクソソはプラト
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ベルクソンは目的論を類型化してとらえそれを未来と
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閃辿で日的を据える
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プラトンの日的論ては、
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関連
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設定さ
れている。
プラトソに
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しかも原過去とも―石
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に、
本源性、
第一次性が趾
かれ、
現在および未来は派生的、
第二次
『ティマイオス』の叙述方式
は、
原初との川辿て一切を意味づけようとするものである
。
の関係の間題とからんでなされるが（特に『法律』第十巻）、『ティマイオス』応陥本的に
は自然と技術 間題に対するプラトソ 解答と べぎである。
宇由生成以加のカオス的批昇は、
技術の介在しない自然的批雰であると考えられる。
そし
『ティマイオス』をらって対決
カオス的匪界の『ティマイオス』全体のなかでの位置づけもそのような線に沿って考えられなければならないてあろ
う。
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動く似像」という氾であこえら九るが、
開閻はデミウ叫コスによって作ら九土作品の―つであるとい
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ここで了’使なのは、
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者の一種の類似的な閏係も主張される。
時間は
イテア世界については志ら永辿が言われえ、
く、
超時間的な意味において主張されている。
永辿の存在については「あったし、
(2) 
「ある」と
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口う/‘きてある＂「（過去にら）あったし、
は、
時即的永続について必川されるへきてあって、
水辿について鱈、
が用いられるへきである。
時間との対比を附孤にしようとすれ旦‘
永址には、
(3) 
ら」といった表現方式が近用されるとも考えられるであろう。
そのように、
永辿の似像である。
時間は、
こ、、こ，ァー
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,‘ ）こで述ぺられていることは
とちょう‘と同様にて、
喜んだ。
あく．ぽで水辿そのものてはないが、
主として
そして大いに気をよくして、
パラデイグマ
さらに一貯範型によく似たものに作り上けようと考えた。
そこで、
この世界もまたできる限りそのような悲のに仕上けようと試みた。
さて、
たあり方を生みたされたものに対しても完全に付与することは不可能であった。
そこで、
ゥーラノス
い、
そし 天を秩序づけると同時に
、
その範型か、水遠なる生物であるの
それにかえて、
永辿の、
-0九
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いわは励く似像を作ろうと息
一のうちに留まる永辿の、
数に応とついて祉行する水返的な似像を作っ允。
この似
像こそ、
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と呼んでいるらのに他ならない。」
と時間との対比と知比てある。
永辿の一性、
妙止性、
時間の多性、
この宇宙については均ら時間が言われう
る。
ここで永返は、
永続の意味においてではな
（坦在も）ある
し
、
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か
迎動性 両者は対比
あるし、
あるたろう」という表現方式を用いるへきでなく、
（未来においても）あるだろう」という凶・現・未的表祝方式
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ただ、
ある、
一方で、時間と水辿との相近か主弧されるとと心に、
他方では両
この宇宙が永辿なるイテア世界に「さらに一陪」似るべく、テミウルコスによってつくられた、
戸ケしてあることにねいて、
永辿との類似性が主虫されているのである。
は、
そのように水辿と閂間の刷係を一定の什力て示すものではあるが、
貼仙そのものをプラントが
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悲た「時間が天と共に生戚した」のは、
「時間と天とが同(7) 
分解も，ぽた同時になされるためである」とされる。
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そのものに屈ずるりでは'[4く、の宇宙においてその存在か主張されているのである。
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う左たんなる持続とは異なり、
プラトンの時間は、
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ある種の秩序的＇江存在であるか、
えるべきであろ 。
宇宙生成以前の網秩序な匝動がおこなわれる生成刊界においてら、
的存在であると言うとき、であろう。
その秩序性は、
むしろ、
数および天体の連行との関連において基本的に把握され＇
なければならな
い。
時間は「天と共に生成した」
づいて進行する」 。
イデア世界が不動であり、
永遠が「一のうちに留まる」のに対して、
宇宙は連動、
変化をおこない、
また時間は
動的であって「一のうちに留ま」らない。
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またイテア旦界そのらのに鯰ける時間の
考慮されてその存在か主張されていると曰うべきものとの関連てその存在が主成されているのてはな
く、生成変化そのものとイテア且界の静止・不動との中閻的な
存在性の
レヴェルが
秩序的生成変化ては立＜秩庁的牛成変化と閃連つけられて氾押されて
いるのである。
ぶうという本来的＇ぺ規定を受けておりこ左われているのであるが
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一定の方向性をらった生成・連励がおこなわれているのである。
そこには、
そこで考えられる秩序性はたんこ前ー後性ということからのみとらえられた秩序性を意味するのではないと言うへぎ
その運動は
カ；そのようなイテア世界
、
永遠の骨止�一性と宇宙、
時間の連動・多性の対比とと応に、
宇宙
されるとと心に、
他血で
なけれはなら＇、心いてあろう。
時閏か永遠の似像であるということによって
そのたぬに時間はあくまで「動く」似像という規定を与えられなければならな
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イデア世界の似像としての宇宙において存在する、
より永遠
イテ了匪芥の似像てある一定の砂序をi9った生成且界として
氣秩序な連励がみられる生成世界そのものに芯いて考えられうるよ
それは必すしもたんに前ー後性との関連で主張されているのではない
と考
（氾）
一種の不可逆的な生成的事態がみられる。
無杜序な迎勁
。フラトンはそのような世界に時間が存在する は主張しない。
時間が秩序
時間はにんなる生成変化、
あるいは生成変化そのものとも
一工の秩庁的存在として、
存在する。
時間は存在しないのてある。
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不可分なものとして
の秩序ある仕方でなされることにより、
宇宙がイデア世界に似た似像たりうる
ということがプラトンによって
に忍とづく」ということを意味する。
生成世界はそれの本来的な規定からして多
ば不定的多的巳界である。
秒序的な数を介することにより、
秩序ある数にもとついた
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で あ る 。う宇宙霊魂の理性的連動の数的表況とも考えられる
であろう。
時間はまに循環的な完結体であるということを特にその理由
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このようにとらえられた時間は、イテア世界に似せられたものであるという限りでの宇宵の連励として特に言われるべ、き、
宇宙の最も根本的な連動は「同」の円
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あればあるほど、 なものたらしめるため（
その円によって連且れる天体の連行である。
デ ミ ウ ル ｀ コ ス は 、
天 体 を つ く り 、
る で あ ろ う 。
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夜
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、
に本質的に妍た
の円という宇宙霊魂の連動であり
原初において宇宙が完成されにとする製作孟的目内論に十分に滋合する性格をもつものであると考えそのことによって、
永遠の励く似像としての時間をつくった。
時間は、
し
か
し さ ら
に、
ならないであろう。
プ ラ ト ン の 宇 宙 に 要 求 さ れ る の は 、
まにその疫箱に時間は
れ る
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をもcて完結するものとして
循
環的に把握されているのである。
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デミウルコスの創造したままの秩序をできるだけ紺持し、
完 成 想 を 完 成 想 た ら し め
つつけることのできる宇宙でなけれは
栢初の秩序をそのまよに保持することであって、
本質的に妍たな事態が生起することで
が生起しないというところに時間的意義が入い凸されるであ
ろう。
宇宙がより同一的なもので
時 間 的 に よ り 栢 極 的
な意義があることにな
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時間は永遠の似像としてつくられたが、
宇 宙 が 永 遠 的 な 相 を 呈 す る も
ら れ る で あ ろ う 。
時間は、
デミウルコスによって数的理性的な秩序
が、全体としての時閻は、
各天体の回転周期の最小公倍数（完全年、
と
ら れ た 原 初 に お げ る
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似像的右から無への生成泊滅がみちれる。
イテア諭的にみられたカオス的111界である。
型 ー 空 間 ＇ ー 似 像 給 ＇ こ い う イ テ ア 論 的 な 枠 糾 を も っ て 閉 似 し 、 規 止 す る
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端的に朋失してしまうのである。
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その生成消滅にはいかなる形においても保存則に該当するようならのは認められないであろう。
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